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五
月
一
六
日
、
一
七
日

と
臨
時
議
会
が
開
か
れ
新

た
な
役
員
改
選
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
も
役
員
立

候
補
者
が
そ
れ
ぞ
れ
一
人

づ
つ
で
競
争
が
な
く
議
長

に
後
藤
光
雄
議
員
、
副
議

長
は
宮
木
健
議
員
、
監
査

は
宮
本
正
一
議
員
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
活
動
委
員
会

　

私
は
今
年
、
地
域
福
祉

委
員
会
に
所
属
し
、
子
ど

も
政
策
部
、地
域
振
興
部
、

健
康
福
祉
部
に
関
係
す
る

事
務
を
中
心
に
活
動
し
ま

す
。
さ
ら
に
鈴
鹿
亀
山
広

域
連
合
議
会
委
員
と
し
て

活
動
し
ま
す
。
そ
の
他
、

日
本
共
産
党
市
議
団
は
石

田
秀
三
議
員
が
文
教
環
境

常
任
委
員
会
、
議
会
運
営

委
員
会
で
活
動
し
、
橋
詰

圭
一
議
員
は
産
業
建
設
常

任
委
員
会
と
国
民
健
康
保

険
運
営
協
議
会
委
員
と
し

て
活
動
し
ま
す
。

五
月
二
三
日
地
域
福
祉
委

員
会
開
催

　
五
歳
児
検
診
に
つ
い
て

先
日
す
ず
か
民
報
を
見
て

い
た
だ
い
た
と
問
い
合
わ

せ
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

五
歳
児
検
診
今
年
の
施

行
は
、
神
戸
幼
稚
園
と
、

河
曲
保
育
園
で
行
い
ま

す
。
対
象
年
齢
は
四
歳
か

ら
五
歳
に
な
る
ま
で
の
保

育
所
年
中
ク
ラ
ス
を
対
象

に
行
う
そ
う
で
す
。

地
域
福
祉
委
員
会
の
委
員

長
は
中
西
大
輔
さ
ん
。
副

委
員
長
は
平
畑
武
さ
ん
に

決
ま
り
ま
し
た
。　
　
　
　

今年は地域福祉常任委員会を
中心に活動します。



五
月
臨
時
議
会

　提
案
さ
れ
た
二
議
案
に
対

す
る
日
本
共
産
党
議
員
団

の
態
度
と
意
見

　

課
税
限
度
額
を
改
め
る

部
分
を
含
め
た
「
専
決
処

分
の
承
認
を
求
め
る
」
議

案
で
す
。
課
税
限
度
額
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
、
地

方
自
治
法
で
い
う
緊
急
を

要
す
る
案
件
で
は
な
い
と

の
立
場
で
、
緊
急
案
件
と

合
わ
せ
た
提
案
の
仕
方
は

問
題
で
あ
る
と
昨
年
も
指

摘
し
ま
し
た
。
今
年
も
専

決
処
分
の
在
り
方
に
つ
い

て
は
同
じ
立
場
で
す
が
軽

減
見
直
し
の
内
容
を
重
視

し
て
反
対
は
し
ま
せ
ん
。

　

軽
減
世
帯
一
三
六
世
帯

で
五
〇
〇
万
円
と
い
う

が
、
三
月
議
会
で
国
保
税

平
均
一
七
％
の
大
幅
な
値

上
げ
が
行
わ
れ
、
値
上
げ

幅
が
二
五
％
に
な
る
世
帯

も
あ
る
こ
と
を
見
る
と
、

今
回
の
軽
減
の
見
直
し
程

度
で
は
市
民
の
国
保
税
の

重
税
感
が
薄
れ
な
い
。
構

造
的
に
基
盤
の
弱
い
国
保

会
計
の
安
定
化
は
市
民
へ

の
値
上
げ
で
賄
う
に
は
限

界
を
超
え
て
い
る
。
市
民

の
負
担
軽
減
に
ぜ
ひ
他
自

治
体
で
も
行
っ
て
い
る
よ

う
に
一
般
会
計
か
ら
の
補

填
な
ど
に
よ
っ
て
、
増
税

を
抑
え
る
と
い
う
制
度
的

な
検
討
を
行
う
こ
と
を
求

め
る
。 

議
案
第
３
７
号
、
鈴
鹿
市

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正

　

本
議
案
は
条
文
の
中
に

保
育
の
需
要
に
応
ず
る

に
足
り
る
保
育
所
、
認
定

こ
ど
も
園
、
ま
た
は
家
庭

的
保
育
事
業
な
ど
が
不
足

し
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が

み
当
分
の
間
と
断
り
を
入

れ
て
、
待
機
児
童
対
策
の

た
め
に
、
保
育
士
配
置
基

準
の
緩
和
を
行
お
う
と
す

る
も
の
で
す
。
厚
労
省
の

二
〇
一
五
年
「
教
育
・
保

育
施
設
等
に
お
け
る
事
故

報
告
集
計
」
に
よ
る
と
保

育
所
死
亡
事
故
一
四
件
中

一
三
件
は
〇
～
二
歳
い
わ

ゆ
る
三
歳
未
満
児
で
す
。

ま
た
一
四
件
中
九
件
は
有

資
格
者
は
三
分
の
一
で



良
い
と
す
る
認
可
外
保

育
所
で
起
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
実
を
見

て
み
る
と
、
保
育
士
の

資
格
基
準
の
規
制
緩
和

は
行
う
べ
き
で
は
な
い
。

小
規
模
保
育
事
業
所
Ａ

型
は
三
歳
未
満
の
乳
幼

児
を
対
象
に
保
育
し
、

定
員
六
人
か
ら
一
九
人

と
小
規
模
施
設
で
あ
る

事
実
を
ふ
ま
え
、
待
機

児
対
策
は
規
制
緩
和
で

詰
め
込
み
保
育
を
し
た

り
、
規
制
緩
和
で
無
資

格
保
育
者
を
増
や
す
の

で
は
な
く
、
子
ど
も
の

命
を
守
る
と
い
う
観
点

か
ら
も
、
保
育
所
の
増

設
で
定
員
を
ふ
や
し
、

保
育
士
不
足
の
大
元
で

あ
る
労
働
条
件
、
と
り

わ
け
非
正
規
雇
用
を
な

く
し
、
賃
金
の
引
き
上

げ
を
行
う
な
ど
保
育
士

の
処
遇
改
善
に
取
り
組

む
こ
と
で
対
応
す
る
べ

き
問
題
で
す
。

　

以
上
の
理
由
を
述
べ

て
日
本
共
産
党
市
議
団

は
今
回
の
条
例
改
正
に

は
反
対
し
ま
し
た
。

後
援
会
春
の
旅
行

日
本
共
産
党
鈴
鹿
市
後

援
会
春
の
旅
行
は
愛
知

県
の
ト
ヨ
タ
産
業
技
術

記
念
会
館
と
、
ノ
リ
タ

ケ
の
森
、
キ
リ
ン
ビ
ー

ル
名
古
屋
工
場
の
見
学

を
行
い
ま
し
た
。

　

ト
ヨ
タ
産
業
技
術
記

念
館
や
ノ
リ
タ
ケ
の
森

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
当

初
か
ら
の
技
術
の
変
遷

が
分
か
る
展
示
が
主
で
、

も
の
づ
く
り
技
術
を
進

歩
さ
せ
る
た
め
の
技
術

者
の
強
い
思
い
と
、
努

力
が
日
々
行
わ
れ
、
社

会
に
貢
献
す
る
人
び
と

が
い
る
こ
と
を
強
く
実

感
し
、
感
激
し
ま
し
た
。

　

お
ま
け
に
息
子
家
族

や
以
前
鈴
鹿
市
で
と
も

に
頑
張
っ
て
い
た
ご
夫

婦
、（
親
戚
の
い
な
い
我
が

家
の
息
子
た
ち
に
お
年
玉
を

く
だ
さ
る
と
て
も
あ
り
が
た

い
存
在
の
ご
夫
婦
で
も
あ
り

ま
し
た
。）

に
名
古
屋
か
ら
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
成
長
し

た
息
子
に
会
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
た
こ
と

も
よ
か
っ
た
で
す
。



選
挙
に
行
き
ま
し
ょ
う
　

　

野
党
共
闘
を
強
く
主
張

す
る
小
林
節
講
演
会
に
た

く
さ
ん
ご
参
加
い
た
だ
き

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

野
党
は
共
闘
を
求
め
る

国
民
の
声
が
大
き
く
な

り
、
日
本
共
産
党
は
多
く

の
一
人
区
で
選
挙
区
で
の

立
候
補
を
見
送
り
、
共
闘

実
現
に
頑
張
り
ま
し
た
。。

三
重
県
で
も
市
民
団
体

「
市
民
連
合
三
重
」
さ
ん

と
各
政
党
と
①
安
全
保
障

関
連
法
を
廃
止
す
る
。

②
立
憲
主
義
を
回
復
し
、

個
人
の
尊
厳
を
擁
護
す
る

政
治
を
実
現
す
る
。

③
安
倍
政
権
に
よ
る
憲
法

改
悪
を
阻
止
す
る
。

④
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る

生
活
破
壊
を
許
さ
ず
格
差

を
是
正
し
、
公
正
な
社
会

を
つ
く
る
の
四
項
目
で
政

策
協
定
を
む
す
び
統
一
し

て
芝
さ
ん
を
応
援
す
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
大
事
件
！

　

そ
の
こ
と
で
日
本
共
産

党
を
知
る
前
か
ら
瀬
長

亀
次
郎
さ
ん
の
影
響
で
選

挙
を
大
事
に
思
っ
て
行
動

し
て
き
た
私
は
、
有
権
者

に
な
っ
て
初
め
て
、
国
政

選
挙
で
日
本
共
産
党
以
外

の
候
補
者
を
応
援
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

だ
け
今
回
の
選
挙
は
国

政
の
大
問
題
だ
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
最
近
は

こ
の
様
な
Ｔ
シ
ャ
ツ
を

着
て
み
ん
な
で
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

選
挙
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

「
主
権
者
は
私
」
の
願
い

を
実
現
す
る
た
め
に
。

日本共産党は、侵略戦争に反対をつらぬいた唯一の政党。そして天皇絶対の世の中で、堂々と国民主権をかかげた。こうした主張のために「治安維持法」で大弾圧をうけることになった。

2016 年森川ヤスエ０５月のあゆみ　　
1 会議他 17 臨時議会、ニュース配布活動
2 休み 18 党・県議員会議、ニュース配布活動
3 ピースウオーク鈴鹿参加。 19 戦争法廃止アクション。会議、ニュース配布活動
4 鈴鹿婦人後援会宣伝活動他 20 年金者三重県女性のつどい出席、他
5 宣伝活動、他 21 宣伝活動、子どもサポート音楽会鑑賞
6 ９条の会統一チラシ配布活動、他 22 小林節後援会参加、野党は共闘緊急街頭宣伝参加、ニュース配布活動
7 演説会お誘い活動など 23 常任委員会出席
8 党演説会参加 24 ニュース配布活動
9 生活相談、資料整理 25 訪問活動他
10 会議 26 宣伝活動
11 議員懇談会他 27 平和の祈り展観賞、ニュース配布活動
12 議員懇談会他 28 ニュース配布活動
13 会議他 29 後援会旅行参加
14 会議、社保協学習会参加 30 会議、ニュー配布活動
15 宣伝活動、会議 31 ニュース原稿作り、配布活動他
16 臨時議会、ニュース配布活動


